



























 そこで，区長に就任して，「文化によるまちづくり」を進めます。平成 14 年「豊島区
文化政策懇話会」が設置され，「豊島区の文化政策に関する宣言」が出されました。また，




























































書   架：図書館の本棚のこと 
閉   架：図書館倉庫のこと 
禁 帯 資 料：貸出ができない，閲覧のみの資料のこと，持禁資料ともいう 
Ｙ   Ａ：ヤングアダルト 
取   次：本の問屋のこと，大手だと日販・東販・大阪屋等がある 
      ここから書店に本が納品される 
ブ ッ カ ー：資料を汚れから保護する透明な粘着カバーのこと 
ユニッカー：雑誌のカバーのこと 






















































































 １日あたり 3,000 人前後と来館者数の多い中央図書館では，PRの効果が期待できるの
で，区役所と協力した展示を定期的に行っています。 























































































 そして図書館では，児童担当と YA担当がいて，それぞれ児童サービスと YA サービス
を担当しています。 
 豊島区の場合は，児童担当は専属で，YA担当は一般書担当と兼務しています。 








































































































 これも，「豊島区子ども読書活動推進計画（第二次）」に基づき，昨年（平成 23 年度）
より実施したもので，昨年度（平成 23年度）の実績としましては，18名の登録ボランテ
ィで活動を行い，延べ 31 か所の区内子ども施設に延べ 90 名の読み聞かせボランティア
を派遣しました。 




 YA 担当は一般書担当と兼務していますが，YA 担当として，選書を行い，中学校向け
の団体サービスを行っています。 
 この他に YA サービスについての具体的な業務では，図書館実習との関係でいうと，
中央図書館で実際にやっていただくこととしては，「ポップ作成」というのがあります。 
 これは，YA の特集棚で，本の紹介のポップを作っていただくことです。 
 中央図書館では，２か月に一度 YA の特集棚を更新してまして，そこに，書いてもら
ったポップを展示しています。 
 また YAでは，豊島区の図書館ホームページの中の YA のページで，毎月おすすめ本を
更新しています。 
 また YA 担当のサービスとしましては，中学生の職場体験の受け入れや，職場インタ
ビューでの図書館の質問に答えるものがあります。 
 大雑把ではありますが，豊島区立図書館の児童・YAサービスについてお話させていた
だきましたが，図書館の業務は，一般書，児童，YA 等すべてサービス業務になります。


利用者の求めるものにいかに答えていくか，いかに提供していくかというのも大事だと
思います。 
 
 
４．実習に当たって 
① 実習前 
 事前に実習館の概要を調べること。場所が近くなら，一度訪れて，利用者の視点から
見てみることをお勧めします。施設，サービス，接遇の様子などの実態をみて，問題点・
疑問点などを整理しておいてください。問題点・疑問点については，実習中に解決でき
ることもあるだろうし，最後まで分からなければ直接聞いてみましょう。実は，実習し
ているうちに「図書館としてはそんなものだよな」と自ら納得してしまうかもしれませ
ん。こうしたことが無いように，常に利用者の視点・目線を意識して仕事することが大
切です。 
 以外と大事なことが，服装についての確認です。特に，初日就活用のスーツを着てい
く必要はありません。逆に，ラフになりすぎずに。 
② 実習中 
 これをやってみたいという，具体的な関心を持っておくこと。館によっては，やって
みたい事を聞いてくれて，かなえてくれるかもしれない。また，実習中は疑問があった
ら質問してもらうと私たちはうれしいものです。質問はありますかと聞いて，別にあり
ませんと応えられるほど力が抜けることはないので。 
 質問をしてもらえれば，指導する側も踏み込んで，詳細に説明をしてくれると思いま
す。積極的に取り組んで下さい。 
③ 実習後 
 再度訪れてみて，実習前とイメージが変わったかどうか確認してください。また，他
の実習生と意見交換したり，異なるタイプの館（指定管理館等）を訪れてみたりして，
違いをみつけてみるのも面白いです。 
④ その他 
 図書館職員の内，常勤の多くは，司書資格もなく何も知識がない状態で配属されて業
務を行います。皆さまの場合は，基本的な知識はあるので，ぜひ自信を持って臨んでい
ただきたい。 
 実習は，利用者の声に触れることができる貴重な体験だと思います。様々なニーズの
一端でも捉えていただければと思います。有意義な実習となるよう，我々を使い倒して
ください。 
 図書館のスタッフ，利用者といった生身の人との関わりが生じます。頭ではわかって
いても，それを伝える事の難しさ等もあると思います。短い期間ですから解決はできな
いかもしれませんが，それを感じてもらえばと思います。皆さんが社会に出てから少し
でも役に立ててもらえるよう，われわれも全力でサポートします。 
 最後に，期間中体調管理はしっかりお願いします。では，秋にお会いしましょう。 
